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よみがえる美術作品　保存と修復

№ 作者名 生没年 作品名 制作年 材質・形状
寸法(縦×横) または
(高さ×幅×奥行)㎝ 備考

1 小川 芋銭 1868-1938 水戸浦の産<河童百図> 昭和12（1937）年 紙本・墨画・軸装・扇面 34.3×64.6

2 中村 彝 1887-1924 自画像 明治42（1909）年頃
油彩・キャンバスボード・
額装

32×22.5 菊池五郎氏寄贈

3 中村 彝 多湖実敏氏像 明治45（1912）年 油彩・麻布・額装 46×33.8
大西久江氏､
多湖輝氏寄贈

4 中村 彝 大島風景 大正 4（1915）年 油彩・麻布・額装 22.5×32

5 雨宮 治郎 1889-1970 槍投 昭和 5（1930）年 石膏・着色 176×280×56 雨宮日出子氏寄贈

6 後藤 清一 1893-1984 双樹 昭和35（1960）年 ブロンズ 68×46×29

7 佐伯 祐三 1898-1928 コルドヌリ(靴屋) 大正14（1925）年頃 油彩・麻布・額装 54×47

8 中西 利雄 1900-1948 彫刻と女 昭和14（1939）年 水彩・麻布・額装 91×117 中西富江氏寄贈

9 互井 開一 1904-1967 冬の海（外房白浜） 昭和38（1963）年 水彩・画布・額装 53.2×91 互井卓郎氏寄贈

10 靉嘔 1931-
Rainbow Landscape 3 Rainbow Mr. & Mrs. 
Rainbow Gymnastic

昭和49（1974）年 シルクスクリ－ン・紙 72.5×51

11 河口 龍夫 1940- 関係―種子の食卓・蓮の時―
平成 3（1991）年／
令和 4（2022）年

鉛・蓮・板 150.3×82.2×75

12 河口 龍夫 関係―植物・蓮の時ｄ― 平成 4（1992）年 鉛・蓮・板 170×80×5

13 河口 龍夫 関係―植物・蓮の時ｅ― 平成 4（1992）年 鉛・蓮・板 169.9×80×5

14 河口 龍夫 関係―植物・蓮の時ｆ― 平成 4（1992）年 鉛・蓮・板 170×80×5

15 河口 龍夫 関係－無関係・鉛の蓮とチョコレート 1 令和 4(2022)年 蓮・鉛・蜜蝋・チョコレート・
箱

19×12.3×7.2 寄託

16 河口 龍夫
関係－無関係・引出のなかの鉛の蓮と
チョコレート B

令和 4(2022)年
蓮・鉛・蜜蝋・チョコレート・
鉛筆・引出の箱

15.7×16.7×6.2 寄託

17 河口 龍夫
関係－無関係・スイスのチョコレートの箱
のなかの鉛の蓮とチョコレート

令和 4(2022)年
蓮・鉛・蜜蝋・チョコレート・
チョコレートの箱

18.8×18.8×3.2 寄託

18 河口 龍夫 関係－無関係・鉛の蓮とチョコレート 6 令和 5(2023)年
蓮・鉛・蜜蝋・銅・チョコ
レート・箱

27×18×3.8 寄託

19 河口 龍夫 関係－無関係・鉛の蓮とチョコレート 10 令和 5(2023)年
蓮・鉛・蜜蝋・銅・鉛筆・
チョコレート・箱

19.4×19.7×8.2 寄託

20 田中 信太郎 1940-2019 ハート･モビール
昭和41～46
（1966-71）年頃

ステンレススティール・
丸形蛍光灯（LEDに改変）

110×120×8
台座直径80

向井敏雄氏寄贈

●ロビー

№ 作者名 生没年 作品名 制作年 材質・形状 寸法 備考

〈彫刻〉 　 （高さ×幅×奥行）㎝

1 オーギュスト･ロダン 1840-1917 三つの影 1898年頃 ブロンズ 200×180×110

2 オシップ･ザッキン 1890-1967 恵みの木 1962-63年 ブロンズ 195×91×55

3 木内 克 1892-1977 エーゲ海に捧ぐ 昭和47（1972）年 ブロンズ 226×53×44

4 ジャコモ･マンズー 1908-1991 椅子にかけるエミー 1974年 ブロンズ 155×64×135

5 エミリオ･グレコ 1913-1995 エストレリータ 1973年 ブロンズ 183×60×51

6 リン･チャドウィック 1914-2003 坐る二人 1984年 ブロンズ 244×300×238

7 土谷 武 1926-2004 作業台 昭和61（1986）年 コルテン鋼・軟鋼 93×190×70 作者寄贈
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　 ※リストは生年および制作年を基準に配列しており、展示順とは一致しません。

　作品をよりよい状態で保存するため、修復をほどこし、作品を未来へとつないでいく――それは美術館の大切な役割のひとつです。
　災害による損傷や時間による劣化に対する修復の過程も示しつつ、現代に再生した作品を展示します。

会期：2023年12月20日(水)～2024年2月18日(日)

　 ※都合により、出品作品が一部変更される場合があります。


